
一
緒
に
新
聞

を
つ
く
り
ま

せ
ん
か
？

こ
こ
で
新
聞

部
を
紹
介
し
ま

す
。加
茂
高
校
新

聞
部
で
は
年
２

回
『
加
茂
高
新

聞
』
を
７
月
と

３
月
に
発
行
し

て
い
ま
す
。
『
加

茂
高
新
聞
』
は

現
在
ま
で
に
１

２
６
号
発
行
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
不
定
期
で
す

が
、
『
み
に
か
も
』

と
い
う
小
さ
な
新

聞
（
こ
の
新
聞
で

す
）
も
つ
く
っ
て

い
ま
す
。
加
茂
高

校
創
立
以
来
と
い

っ
て
い
い
伝
統
あ

る
部
活
動
で
す
。

新
聞
部
０
Ｂ
に

は
『
鉄
の
骨
』
で

直
木
賞
候
補
に
な

っ
た
作
家
池
井
戸

潤
さ
ん
が
み
え
ま

す
。こ

ん
な
に
伝
統

的
な
部
活
動
で
す

が
、
い
ま
３

年
生
部
員
１

人
・
２
年
生

２
人
、
計
３

人
だ
け
の
た

め
、
部
員
不

足
で
ピ
ン
チ

で
す
。

部
室
は
東

部
室
棟
に
確

保
さ
れ
て
い

ま
す
。
部
の

活
動
時
間
も

延
長
等
は
無

く
て
、
勉
強

と
の
両
立
は

確
実
に
で
き

ま
す
。

興
味
の
あ

る
方
、
一
度

話
を
聞
い
て

み

ま

せ

ん

か
？
東
部
室

棟
の
新
聞
部

室
を
の
ぞ
い

て
み
る
か
、

３
年
７
組
の

浦
野
・
２
年

７
組
兼
松
・

２
年
５
組
纐
纈
の

と
こ
ろ
へ
、
ま
た

は
図
書
職
員
室
の

桂
川
先
生
（
新
聞

部
顧
問
）
ま
で
ど

う
ぞ
。
好
奇
心
が

旺
盛
な
方
大
歓
迎

で
す
。
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図
書
館

図
書
館

図
書
館

図
書
館
のののの
池
井
戸
文
庫

池
井
戸
文
庫

池
井
戸
文
庫

池
井
戸
文
庫
へへへへ
！

作
家
の
池
井
戸
潤
さ
ん

（
新
聞
部
０
Ｂ
）
の
名

前
を
冠
し
た
池
井
戸
文

庫
が
図
書
館
に
あ
り
ま

す
。
図
書
館
の
入
り
口

を
入
っ
て
す
ぐ
の
と
こ

ろ
で
す
。

昨
年
の
四
月
十
六
日
に
、

久
田
見
祭
り
で
帰
省
さ

れ
た
作
家
の
池
井
戸
潤

氏
が
来
校
さ
れ
、
書
籍

の
寄
贈
を
し
て
い
た
だ

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
集
団
読
書
に
利
用

で
き
る
よ
う
『
空
飛
ぶ

タ
イ
ヤ

上
・
下
』
『
シ

ャ
イ
ロ
ッ
ク
の
子
供
た

ち
』
を
四
十
五
冊
ず
つ
、

新
刊
『
民
王
』
を
二
冊
、

『
鉄
の
骨
』
『
オ
レ
た
ち

花
の
バ
ブ
ル
組
』
『
Ｍ
１

（
エ
ム
ワ
ン
）
』
『
乱
歩

賞
作
家

青
の
謎
』
を

一
冊
ず
つ
、
計
一
四
一

冊
も
の
書
籍
を
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
を
受
け
、
す
で
に

図
書
館
に
所
蔵
し
て
い

た
池
井
戸
潤
氏
の
書
籍

を
集
め
、
“
池
井
戸
文
庫

”
と
し
て
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
ま
し
た
。
ど
れ
も

面
白
い
作
品
ば
か
り
で

す
。
ま
だ
読
ん
だ
こ
と

の
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
読

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

池
井
戸
潤
さ
ん
は
、
加
茂
高

普
通
科
で
、
部
活
動
は
新
聞

部
に
所
属
し
、
昭
和
五
七
年

（
一
九
八
二
年
）
三
月
に
卒

業
さ
れ
ま
し
た
。
加
茂
高
の

の
教
師
で
あ
る
生
駒
伸
一
先

生
〔
理
数
科
〕
と
同
級
生
で

す
。
ま
た
大
島
達
史
先
生
〔
普

通
科
〕
の
１
年
先
輩
で
す
。

「
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
及

び
法
学
部
を
卒
業
後
に
三
菱

銀
行
に
入
行
し
、
一
九
九
五

年
退
職
す
る
。
そ
の
後
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
業
の
他
、
『
銀
行

取
扱
説
明
書
』
な
ど
の
ビ
ジ

ネ
ス
書
の
執
筆
を
手
が
け
る

か
た
わ
ら
ミ
ス
テ
リ
ー
を
書

き
は
じ
め
、
九
七
年
青
井
祐

名
義
の
『
神
が
殺
す
』
が
第

四
三
回
江
戸
川
乱
歩
賞
最
終

選
考
に
残
り
、
九
八
年
『
果

つ
る
底
な
き
』
で
第
四
四
回

同
賞
を
受
賞
。
不
良
債
権
の

回
収
業
務
を
担
当
し
て
い
た

銀
行
員
の
謎
の
死
を
め
ぐ
る

大
銀
行
の
闇
を
描
い
た
金
融

サ
ス
ペ
ン
ス
で
あ
る
。
自
ら

の
体
験
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

現
代
的
な
ミ
ス
テ
リ
ー
と
し

て
高
い
評
価
を
得
た
。
」
〔
『
日

本
ミ
ス
テ
リ
ー
事
典
』
新
潮

選
書
二
〇
〇
〇
年
刊
よ
り
〕

二
〇
〇
六
年
九
月
刊
行
の

『
空
飛
ぶ
タ
イ
ヤ
』
は
二
〇

〇
七
年
の
第
一
三
六
回
（
平

成

年
下
半
期
）
直
木
賞
候

18

補
と
な
っ
た
が
惜
し
く
も
入

賞
を
逃
し
ま
し
た
。
「
二
〇
〇

六
年
を
代
表
す
る
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
小
説
だ
と
断
言

で
き
る
」
〔
大
沢
在
昌
氏
『
空

飛
ぶ
タ
イ
ヤ
』
文
庫
版
解
説
〕

と
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
〇
一
〇
年
に
は
『
鉄
の

骨
』
が
第
一
四
二
回
（
平
成

年
下
半
期
）
直
木
賞
候
補

21と
な
り
、
第
三
一
回
吉
川
英

治
文
学
新
人
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。『
鉄
の
骨
』
は

N
H
K

で
ド
ラ
マ
化
さ
れ
ま
し
た
。〔
五

回
シ
リ
ー
ズ
・
小
池
徹
平
主

演
〕池

井
戸
潤
さ
ん
の
最
近
の

作
品
に
は
『
民
王
』
・
『
下
町

ロ
ケ
ッ
ト
』
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
も
図
書
館
の
「
池

井
戸
文
庫
」
に
あ
り
ま
す
。




